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と

の

住

宅

協

地

は

、

昭

和

四

十

六

年

れ

ば

な

ら

な

い

と

い

っ

て

い

李

主

制

平

屡

名

物

多

ま

争

見

物

す

る

な

ど

よ

る

わ

L
い
親
交
が

に

話

し

が

持

ち

込

ま

れ

た

も

の

で

、

市

し

た

が

っ

て

在

、

章

容

体

的

側

つ

り

は

、

ζ
と
し
で
警
兵
て
い
る
。

同盟
J
J

一
初
、
警
施
設
さ
み
還
の
同
計
画
の
中
か
も
り
震
の
的
問
主
J

曜

し

山

一

一

十

五

呂

町

言

、

わ

が

平

軍

事

誇

る

幸

三

昼

、

趨

な

ど

か

り

室

主

っ

て

き

ま

し

て

、

小

者

一

校

、

中

毒

五

分

の

刷

費

む

う

ち

に

襲

十

七

車

問

も

続

け

丈

一

震

の

立

場

か

た
J

し

か

し

、

こ

の

地

雲

市

街

化

民

間

地

言

号

、

容

も

一

部

公

開

附

し

た

が

、

七

夕

ま

つ

ら

海

外

に

紹

介

し

で

い

主

義

上

主

域
で
ち
あ
る
と
こ
ろ
が
、
句
、
こ
の
ま
ま
点
干
し
札
口
え
て
波
d
す
る
よ
う
に
し
ま
し
山
/
¥
り
の
写
真
有
経
外
の
の
、
悟
れ
た
功
績
に
深
〈
一
感
謝
由
意
霊
式

革

す

れ

同

君

主

室

が

り

わ

れ

ち

ま

た

人

民

時

期

も

、

児

聖

娃

の

川

必

知

人

に

十

七

穿

開

?ν
たい。

る

危

険

も

あ

り

一

、

草

地

を

も

品

し

あ

校

む

こ

と

喜

一

九

、

新

年

期

の

雪

山

江

守

続

け

て

い

る

苦

芝

、

尾

上

草

ん

は

三

十

一

一

一

年

に

重

合

っ

て

舌

だ

結

束

、

公

園

等

の

公

民

間

る

時

と

し

た

も

め

で

す

。

州

特

な

市

民

が

い

る

。

者

を

パ

ラ

グ

プ

イ

ヘ

送

っ

た

扮

gに
、
県

地

を

十

分

に

と

さ

と

と

一

建

設

一

戸

数

の

一

方

道

路

に

つ

い

て

は

、

思

き

削

同

窓

会

選

尾

上

下

の

名

所

蛤

ハ

ガ

キ

や

宴

会

い

控

室

3

減

少

を

祭

主

、

乱

開

発

ゑ

同

ぐ

た

め

と

つ

の

棋

と

し

な

い

た

め

、

周

辺

地

境

問

忠

一

さ

ん

繋

L

、
ァ
マ
ゾ
リ
J

で
麻
呂
務
事
仲
間
舛
を

花

田

市

の

議

開

発

=

指

導

要

綱

に

き

い

と

パ

地

宗

主

幅

約

十

話

メ

イ

ン

川

尾

上

さ

ん

は

、

先

や

っ

て

い

る

皇

室

さ

ん

(

市

内

書

部

七

て

、

緊

車

産

八

月

一

日

、

主

義

宍

山

地

の

中

心

に

芸

品

北

川

深

々

還

に

居

住

握

手

、

サ

ン

パ

吉

手

広

ノ

豊

住

ま

に

団

地

宝

に

か

か

る

堅

手

容

に

…

一

本

主

芸

よ

う

に

し

ま

し

た

。

附

す

る

生

っ

話

芸

っ

子

育

八

人

員

ぞ

や

っ

て

い

る

内

藤

力

三

完

治

国

本

い

遺

伝

企

し

た

も

の

で

す

}

ま

た

そ

の

地

の

一

家

に

つ

い

て

も

長

川

の

一

…

雪

。

実

主

護

、

幹

部

候

補

之

宮

町

さ

ら

県

高

身

の

人

た

ち

裏

r
LげしM
H
1
1
υ
白
川
町
民
日
討
U
U
高
関
心
詰
昨
日
同
制

MMHU一
片
山
町
評
問
問
十
日
日
日
開
M
M
h
M
qいい

を
め
建
設
場
所
は
、

EJ悶
の
お
お
が
入
れ
る
よ
う
一
主
で
あ
り
ま
す
。
市
へ
の
第
在
、
都
市
部
に
お
け
る
州
五
丈
タ
。
海
外
霊
祭
人
事
長
員
よ
ー
っ
き
と
主
婦
問
し
て
主
義
誌

校
必
多
額
の
一
帯
可
約
十
五
五
千
さ
ら
に
公
関
関
係
に
つ
い
て
は
、
人
住
吉

E
Zた
ら
し
て
さ
ま
し
問
会
勤
務
争
号
、
出
納
一
言
露
桧
ハ
ガ
キ
、
写
真
、
事
穫
量

級

軒

平

方

EJハ
万
片
)
の
震
が
あ
り
ま
口
一
人
守
一
一
平
方
M

ル
以
上
芸
し
、
九
百
年
多
〈
告
書
宅
義
州
事
兼
護
霊
議
院
に
昨
年
る
め
て
、
日
本
語
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
諮

む

ロ

ナ
o

そ
し
て
己
妥
地
内
に
鉄
筋
コ
ン
注
J
ケ
去
閣
に
品

Z
約
一
お
設
し
て
い
ま
す
が
、
入
居
希
望
完
全
制
退
職
、
喜
外
協
会
議
記
事
法
河
ん
の
説
院
を
つ
け
ず
主
義
け
て
い

大

で

ク

y
lト
道
り
1L結
建
で
九
抑
、
五
階
の
近
隣
公
院
を
一
か
所
、
そ
れ
に
沼
に
潟
た
ず
に
は
ほ
ど
込
〈
い
き
甘
い
州
事
務
局
長
争
勃
め
て
い
る
ロ
同
杭

d

る
o
cれ
ら
む
講
料
は
二
一
世
定

品
問
寸
建
で
四
十
械
の
伐
室
内
百
一
ハ
十
七
一
戸
東
省
一
一
一
か
所
と
一
宗
主
自
由
に
詰
な
ど
の
公
共
住
宅
や
詰
の
住
宅
問
昭
和
一
一
一
士
一
一
そ
資
産
悌
初
さ
ち
白
日
本
君
教
材
と
し
で
大
い

ト
山
〈
議
七
百
五
十
戸
、
貸
さ
百
γ
じ
遊
べ
る
プ
レ
イ
ロ
ッ
ト
十
か
所
も
ほ
け
ま
に
翌
々
お
喜
な
く
な
っ
て
い
川
長
と
?
J
T
dパ
ラ
グ
プ
イ
に
一
早
計
一
…
に
活
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

γ
新
一
戸
)
が
建
設
さ
れ
そ
ま
た
団
地
り
る
こ
と
と
し
ま
し
た

otて
街
路
も
ま
ず
。
昨
年
の
住
民
耳
態
調
書
記
川
名
客
室
主
つ
て
の
握
、
的
二
日
本
か
ら
ブ

3
ん
へ
踊
宮

市
バ
中
に
一
は
臣
、
得
、
宗
室
、
臨
ん

PSめ
た
ζ

れ
易
産
に
、
一
戸
主
主
婦
人
に
よ
る
件
宅
の
一
取
得
は
、
側
主
一
人
吉
本
ふ
と
し
て
イ
ン
滞
忠
震
室
戸
市
九
が
七
百
八
十
一
名

端
部
ぺ
会
所
な
ど
の
中
川
、
地
昔
盟
主
ま
六
一
向
号
室
等
生
を
植
樹
し
需
産
議
の
上
昇
に
よ
り
企
晶
子
ま
?
ド
臣
り
む
オ
ラ
yrJ仙
の
雲
誌
の
移
住
者
を
乗
せ
て
、
出
判
明
四
十

一A
Uし
ず
。
ζ

の
ぼ
か
計
官
三
ん
の
こ
で
、
話
器
さ
か
る
こ
と
に
な
っ
す
認
と
な
っ
て
を
て
い
る
。
ど
っ
か
州
と
な
っ
た
が
、
号
A

口
わ
せ
た
シ
郡
上
今
一
実
月
十
八
口
に
き
ト
ス
滋

め
と
、
立
花
な
ハ
い
い
闘
や
道
路
な
ど
の
お
片
て
い
ま
す
「
虫
色
任
官
あ
る
い
は
公
共
住
宅
の
建
辻
川

Y
ガ
ポ
i
ん
、
ホ
ン
コ
ン
、
マ
ン
の
に
到
訴
し
て
か
り
、
ラ
ヰ
は
六
十

い
を
室
長
ア
弱
点
れ
る
手
二
に
な
っ
て
い
ら
ほ
か
山
首
長
、
選
号
室
也
し
で
ほ
し
い
」
と
い
み
ノ
撃
が
川
?
シ
ア
チ
ラ
ヅ
夕
、
ィ
す
ア
な
汐
尾
長
自
に
君
。
察
、
と
の
日

と

罵

圭

J
U

保
行
問
附
M
h

一
溜
り
用
地
と
一
コ

fk円
以
上
あ
え
さ
!
つ
に
一
五
軒
白
人
が
公
常
ま
州
ど
の
観
光
存
と
務
υ
く
な
っ
た
。
士
季
比
念
し
て
、
海
外
移
住
旬
開
田

川

な

期

制

加

出

羽

義

持

す

る

壁

崩

事

闘

し

、

ま

た

た

は

公

共

宅

へ

の

入

手

重

レ

て

附

横

浜

港

区

守

さ

れ

ら

外

人

催

し

が

全

同

各

地

で

開

雲

寺

町

一

や

州

制

淵

劉

欄

州

主

震

の

A
問

、

排

水

や

内

務

暗

い

ま

し

汽

州

主

事

援

の

主

に

荊

待

、

主

ro問
い
る
。
議
問
滋
と
人
口
問
題
が
世
界

初
持
糊
龍
一
刑
問
鞘
川
底
し
あ
却
な
と
、
強
ま
し
い
妻
役
こ
れ
ら
市
民
の
方
々
袋
詰
応
5
4

州
催
中
の
む
タ
ま
つ
り
を
…
日
夜
に
わ
た
っ
て
控
室
と
な
っ
て
い
る
折
り
か
ら
、
港

口
応
組
徳
間
櫛
鵠
断
慌
持
す
る
た
め
白
、
ぎ
の
条
件
が
取
童
手
足
市
は
震
の
義
人
制
見
物
さ
せ
た
。
一
定
仏
じ
め
て
一
見
た
む
上
さ
ん
か
塁
続
け
て
い
巧
海
外
在
者

人

軒

目

な

品

側

関

り

決

め

ふ

れ

で

い

ま

す

D

需
主
主
そ
い
ま
す
。
芸
員
削
タ
ま
つ
り
室
長
崎
唯
し
一
ね
っ
た
へ
の
慰
問
議
は
、
ま
こ
と
に
翼
線
い

r
噛

端

科

募

集

一

一

一

一

一

一

一

一

引

窓

口

日

訪

日

時

川

と

u
i仁
5
8外人
た
ち
も
刊
誌
計
一
日
い
し
、
カ
メ
ラ

M
臨

調

間

入

居

一

一

一

一

一

一

一

一

一

留

年

春

ま

す

が

、

さ

ら

に

関

空

宇

品

川

毎

年

記

号

タ

ま

つ

り

写

真

や

も

得

意

。

趣

味

望

。

2
3

、
の
側
掲
橋
間
樹
齢
制
八
宗
川
中
京
↑
市
民
偶
発
と
す
る
よ
う
川
桧
ハ
ガ
一
主
治
り
杭
げ
て
い
る
が
、
山
尾
上
つ
り
の
室
や
切
手
な
と
案
件
に
送
り

に

〉

閤

1
ふ

一

橋

ァ

ヲ

し

↑

1
r話
器
、
覧
車
県
議
し
人
口
い
か
量
ね
て
い
ま
す
。

M
き
ん
の
反
想
定
一
て
、
シ
ン
ガ
ボ
i
ル
日
怒
り
る
と
い
う
5

2
臨

時

需

品

企

ニ

バ

か

暴

走

長

工

市

内

に

は

と

の

阿

部

曜

の

ほ

か

、

川

の

タ

ク

イ

ソ

ト

ロ

っ

さ

ん

は

お

き

E
八

2
5
2一

雌
峨
酬
捌
閉
山
親
州
事
長
め
ら
れ
、
今
月
か
ら
い
よ
い
よ
何
一
誌
の
ぞ
に
県
お
よ
び
摂
住
長
仰
の
交
官
、
年
の
き
に
喜
七
地
男
一
女
。
住
所
は
平
塚
市
梱
…
子
原
一
ニ
i

吋

世

間

側

諸

制

則

論

Z空
気
「
事
に
と
り
か
か
る
こ
と
給
む
が
、
あ
わ
せ
て
内
子
一
戸
の
住
宅
附
の
最
ら
し
い
芸
や
手
紙
が
寄
せ
長
、
一
三
一
。

再

開

制

問

問

制

服

に

な

っ

た

も

の

手

。

そ

し

て

中

雪

量

5
5
Zっ
て
い
ま
川
な
か
に
は
霊
来
日
し
た
と
?
の
(
文
名
善
光
同
広
報
告
一
一
タ
ム

市
細
川

H
I
H
H
H
1
1

長
愛
て
は
撃
の
六
月
に
、
高
層
の
す
c

昭
如
五
士
一
一
石
川
以
降
の
入
居
を
め
川
支
b

向
6
4川
区
山
手
一
一
訪
れ

5ま
つ
り

い
お
問
地
建
設
の
問
題
凸
、
と
し
て
は
、
ま
八
階
建
て
は
戸
河
に
完
成
す
る
予
定
で
ど
に
、
い
ま
A
し
白
い
お
迄
め
て
い
る
附

一
ト
《
目
付
ず
入
居
し
て
く
る
子
民
た
ち
の
教
育
を
た
黙
め
入
照
は
小
中
学
校
の
開
校
と
あ
と
と
ろ
て
ず
。
山
川

L
-
ぶ

ど

う

T
る
か
と
い
一
フ
こ
と
で
し
た
ロ
多
わ
せ
て
、
昭
和
五
十
一
一
年
々
一
万
と
い
と
の
ぱ
志
向
忠
宏
一
山
の
ネ
恩
師
ι

一
部
団
側

〈
の
R
地
の
場
A

口
、
…
問
帯
パ
1
0の
子
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
J
9
0

地
が
、
ひ
と
つ
の
モ
デ
ん
と
な
っ
て
、
制

的
は
小
学
生
か
む
尋
問
正
人
、
中
小
主
な
ム
品
、
一
者
中
り
古
学
安
全
や
時
出
広
子
時
の
解
肖
と
何
時
に
1

相
川
ま
し
い
川

が
(
〕
二
二
人
と
い
う
品
刊
誌
中
お
な
お
廷
内
討
議
、
資
材
室
内
夜
間
地
域
社
会
の
霊

r
h立っ
Zhし
い
川

り
ま
す
。
ζ

の
計
算
で
い
く
2f
パJ
期
的
の
指
定
な
ど
の
安
卒
、
対
筒
に
つ
い
て
は
と
思
い
ま
す
。
を
の
た
お
に
は
市
は
も
山
川

の
小
学
仲
立
は
七
白
人
科
目
戸
え
と
な
え
中
地
五
代
表
を
合
め
F白
地
産
品
安
全
対
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
周
弱
地
域
の
人
た
ち
川

規
日
現
授
の
一
校
対
に
問
先
レ
圭
J
J
r
活
協
議
会
を
設
げ
て
、
万
企
空
間
?
し
て
も
ま
ず
ぱ
地
に
入
る
人
た
ち
も
、
お
互
削

れ
官
な
く
て
も
す
で
に
池
小
乍
校
は
マ
い
ま
す
。
ま
れ
r犬
同
省
む
鼻
晶
は
、
五
い
が
そ
白
立
場
を
理
解
し
合
い
、
正
常

M
M

Y
モ
ス
化
し
、
教
育
長
日
開
会
で
定
め
た
十
一
年
秋
の
予
定
で
ず
が
、
募
集
の
詳
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
築
い
て
い
〈
必
山

吉
再
編
成
計
型
ほ
、
将
来
日
霊
祭
ま
り
で
た
ら
、
建
「
広
報
票
あ

fF思
い

点

王

山

H
h
鈎
な
い
し
玄
の
学
ば
に
介
割
し
ょ
一
也
け
ひ
り
つ
か
」
で
お
知
ら
叶
手
古
寸
da

川川

鐙富な資料を前に海外の知人を

E吾る尾上さん



富喜和49年度一般会計緩入予算
crfti、'[fJil]) 

予算現額構成出

853.814 47.4舟
5，000 0.3骨
5，000 仏3侍
13，500 0.8婦
649 0.00昏
2.352 1.1母
8.217 0.5舟
24，857 1.4舟
193， 544 10.7必
78，694 4.4時
16，996 0.9婦
841 0ω1婦
59，556 3.3岱
402， 343 22. 3舟
135.610 7.5卦
1. 800， 973 1∞部

昭和49年度一般会計歳出予算
仁単位万円)

予算現額構成出

21. 347 J.2場
212，791 13.5侍
266，64J 14.8時
152， 644 8. 5% 
12，986 0.7% 
39，326 2. 2Oi1 
20，573 1.1婦
388， 094 21. 6婦
64，093 3.6骨
454， 665 25. 2骨
45，902 2.5骨
66，513 3.7骨
22，194 1.2骨
3，204 0.2婚
し800，973 100弛

治
方
田
町
政
は
、
今
、
全
箇
的
に
危
機
を
理
え
て
い
る
。
地
方
財
政
由

危
機
間
間
閣
は
、
そ
の
ま
ま
市
出
向
由
み
な
さ
ん
の
生
汚
に
直
接
関
係
し
て

ぐ
る
大
き
な
問
題
で
も
あ
る
。
そ
ζ
で
、
市
白
財
政
が
と
つ
な
っ
て
い

る
か
、
み
な
き
ん
に
よ
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
総
帥
血
部
出
向
政
認

で
公
表
し
た
市
の
家
計
簿
と
も
い
う
べ
会
品
開
政
事
情
を
お
知
ら
せ
し
よ

主
今
回
公
表
じ
4
f
k
り
は
、
昭
和
噌
五
十
年
度
予
算
由
内
容
と
昭
和
四
十

九
重
富
に
お
け
る
予
害
状
況
言
語
、
昭
和
五
十
年
度
予
算

白
内
容
は
、
す
で
に
広
報
紙
四
月
ヰ
ミ
お
知
ら
せ
し
て
い
る
の
な
、

ζ
主
成
、
主
に
昭
和
凶
十
九
百
寸
官
接
期
予
算
(
拍
年
四
月
1
日
j
初

年
a
R
M
B
)
由
実
態
を
紹
介
す
る
。

金

金

付

付

金

交

交

吋

別

金

制

枠

税

交

時

担

数

計

用

説

鏑

負

手

;

税

利

得

税

対

ぴ

び

金

金

金

入

告

別

税

寺

設

取

付

金

及

及

出

金

入

議

抱

車

交

安

金

棋

支

出

収

付

越

収

憤

入

方

諸

動

方

途

担

用

嘩

支

援

融
市
地
担
白
地
交
分
出
比
国
県
酎
寄
繰
諸
市
鵡

捷

uAf余
儀
な
く
さ
zuて
し
ま
っ
た
。
自
品
口
所
も
煩
霞
化
の
閥
均
に
あ
D、
市

ζ
白
状
況
に
加
え
て
、
閉
用
語
生
徒
の
急
税
の
落
ち
込
み
い
か
ん
に
よ
っ
て
は
、

増
対
簡
と
し
て
学
開
白
新
設
な
ど
に
よ
今
皆
、
論
議
を
王
ぶ
こ
と
ら
あ
る
だ
λ

昨
年
九
月
末
ま
で
の
昭
和
四
十
九
日
ヰ
収
入
白
熱
付
状
況
低
、
収
入
割
合
守
八
特
に
注
芭
し
た
い
の
は
、
圧
倒
的
に
高
ζ
れ
に
語
闘
す
る
人
件
費
白
増
高
な
ど
塁
審
開
(
市
慣
に
対
す
る
借
入
金
目
立

度
削
期
の
全
会
計
(
病
院
事
業
会
計
を
九
ょ
の
持
、
支
出
割
合
汽
0
・
六
婦
で
い
伸
び
寝
室
市
レ
た
箆
坪
費
(
四
五
・
で
、
梢
費
約
経
費
は
、
前
町
出
ほ
の
ゆ
一
一
一
ヰ
況
持
)
白
増
加
な
ど
の
喪
習
か
り
、
市

除
〈
〉
予
算
措
額
は
、
一
一
一
富
十
八
億
ζ
れ
を
、
石
油
FB警
よ
る
パ
ニ
ッ
ク
七
忽
で
あ
る
。
ζ
れ
は
、
老
人
と
障
・
若
か
ら
三
九
@
八
骨
〈
七
十
一
億

M
3主
主
主
」
》
一
」
、

3
1
3』

七
千
六

2
5あっ
た
が
、

:
2
3前年
同
期
主
較
し
害
者
の
た
め
の
滋
祉
会
館
の
建
設
と
、
七
手
方
向
)
に
す
れ
あ
が
り
、
と
の
諸
制
接
持

7
i
i
」ノ鎧
F

民
福
祉
の
向
上
白
視
尽
に
た
っ
て
、
生
て
み
る
と
、
収
入
に
お
い
て
四
・
五
舟
老
人
の
健
麗
ゑ
す
る
施
策
と
し
て
、
老
影
響
を
受
け
て
、
投
蛍
的
経
授
は
向
。

翼

連

社

会

賛

否

蓄

の

た

め

の

手

支

出

に

お

い

て

?

語

名

れ

ぞ

れ

会

審

議

設

の

た

め

の

六

十

八

八

舟

〈

七

十

一

一

覆

五

平

高

)

と

、

教

育

費

が

約

五

分

の

一

占

め

る

算
拾
を
は
か
り
、
七
十
韓
三
手
百
八
十
上
回
D
、
総
需
要
抑
制
策
白
厳
し
い
歳
へ
の
年
齢
の
引
き
式
同
げ
な
ど
が
含
ま
問
。
骨
台
を
か
る
つ
り
で
確
保
し
た
も

四
万
円
意
気
補
正
し
た
結
果
、
裏
地
方
財
政
白
中
に
あ
っ
て
、
予
算
収
支
れ
て
お
り
、
雲
行
事
実
か
関
白
色
白
、
前
年
度
の
四
五
時
か
ら
大
き
と
そ
向
で
は
、
さ
き
に
ふ
れ
た
市
慣
に
な
っ
て
い
る
@
ζ
在
、
何
十
九
震

計
の
震
予
算
額
は
、
四
百
十
九
時
宅
白
バ
ラ
ン
ス
は
、
お
お
む
ね
良
野
な
状
れ
た
も
の
と
い
え
る
。

i
f
iく
5
〉
〉

i

つ
い
て
よ
誕
の
状
犯
を
お
知
ら
せ
し
一
年
間
で
約
四
点
認
の
増
加
重
し
て

2日
空

二

万

内

と

な

っ

た

。

昭

和

銀

が

保

た

れ

、

健

全

な

財

政

章

容

一

夜

長

室

つ

収

益

、

事

諮

問

抑

制

盟

問

問

問

ょ

う

。

お

り

、

室

、

教

育

施

設

童

話

充

四
十
八
重
最
終
予
算
韓
三
百
四
寸
わ
れ
た
と
い
え
よ
う
。
が
四
七
ぬ
婚
を
議
保
し
、
次
い
で
出
閥
抗
品
協
肱
&
$
竹
山
Z
G山
品
市
官
、
い
ろ
い
ろ
門
事
者
ず
る
場
合
室
岡
山
っ
て
い
〈
う
え
一
に
、
市
慣
は
年

八
億
八
千
九
百
七
十
七
高
島
較
す
歳
出
面
語
、
構
成
比
査
で
も
わ
輪
事
業
収
霊
誌
の
護
入
一
一
二
ニ
一
一
、
ノ
川

1
1
1

日
間
税
収
入
な
ど
F
げ
で
こ
れ
を
賄
う
乙
重
加
の
一
滋
を
た
ど
る
も
の
と
思
わ

る
と

5
・2
一
帯
、
一
般
会
計
で
は
一
一
か
る
と
宮
、
書
費
(
一
一
五
二
一
時
、
軍
支
出
金
一
五
ム
婦
、
自
問
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
た
内
閣
・
県
れ
る
。
ζ
E
て
二
議
起
き
と

五
ニ
一
部
白
押
ぴ
軍
習
が
し
た
。
吋
〉
が
ト
ァ
プ
で
、
ナ
ポ
費
(
二
一
-
白
・
五
骨
と
続
い
て
い
る
。
市
税
に
つ
山
出
品
銀
行
廷
と
か
ら
お
金
を
揖
D
て
事
業
}
現
時
金
も
品
加
し
て
い
く
ζ
と
に
な

一

般

会

討

の

収

品

室

、

民

主

鞭

(

一

四

・

八

色

、

い

て

は

、

前

年

度

の

構

成

員

一

一

了

二

件

革

め

る

。

そ

れ

が

市

債

と

い

わ

れ

る

る

。

争

総

務

費

ハ

一

一

子

五

骨

〉

と

続

宮

、

多

掛

か

ら

閥

七

・

四

婦

と

大

き

〈

神

ぴ

算

も

旺

亡

、

い

わ

ば

市

の

惜

金

と

も

い

ヨ

一

般

会

計

の

市

績

の

内

訳

は

下

闘

の

入

支

出

の

状

況

額

主

支

出

荷

わ

れ

二

援

の

妻

が

(

増

加

率

古

事

て

差

度

で

雲

師

も

の

ロ

と

お

止

な

お

、

現

在

、

喜

一

人

当

閉
山
ら
れ
て
い
る
。
が
市
宮
(
償
入
金
〉
が
構
鴎
比
で
四
・
出
昭
和
田
斗
九
存
度
に
揖
り
入
れ
た
市
た
り
白
市
債
の
負
回
目
は
二
一
一
万
五
千
一
一
一

九
月
末
ま
喜
一
雲
計
予
算
額
1

そ

こ

号

、

ζ

豊

田

十

八

単

度

と

比

八

骨

減

少

し

だ

用

計

債

は

、

二

十

一

暗

主

主

八

十

高

百

七

十

八

円

と

な

る

。

五

十

五

億

八

千

吉

六

十

四

力

円

に

~

力

較

す

る

と

、

一

般

会

計

時

怖

び

一

軍

は

ニ

度

で

二

一

一

月

末

現

在

の

市

慣

の

借

入

総

額

I
l
o
i
l
o
-
j

し
い
財
政
環
境
白
中
に
あ
っ
て
、
一
応
さ
ん
も
、

月

以

降

、

二

千

四

億

二

千

八

百

九

万

向

子

一

一

帯

主

あ

る

が

、

警

費

は

一

九

消

費

約

経

費

の

増

加

畔

は

、

一

般

会

計

、

特

別

会

計

を

合

わ

せ

4
上
、
昭
和
函
十
九
年
度
受
期
の
宇
鰹
金
な
尉
政
者
確
保
す
る
ζ
と
が
で
き
市
町
寝

室
加
補
正
し
て
、
別
表
白
と
お
り
予
-
一
一
湯
、
土
木
票
一
九
a

八
弱
、
民
そ
れ
で
ほ
一
、
経
費
刻
予
算
を
み
て
み

4

合
て
六
十
議
官
千
八
百
九
士
一
員
と
札
語
講
宇
説
明
し
た
州
、
喜
代
白
書
む
童
福
祉
の
増
進
、
行
い
。

築
現
額
は
百
尺
十
億
為
自
七
十
一
一
一
方
向
生
費
四
五
@
七
帯
、
総
務
費
二
・

0
ょ
っ
。

E
水
準
の
向
上
な
ど
の
施
東
冷
積
極
的
な
お
、
詳
し
く
知
幻
た
い
方
は
、

と

な

っ

た

。

持

白

伸

び

謂

と

な

っ

て

い

る

。

乙

乙

で

お

楠

シ

ョ

ッ

ZNU来
の

物

価

高

騰

と

に

推

進

す

る

た

め

、

効

議

的

な

両

政

選

務

部

財

求

謀

〈

市

佼

涜

ゴ

福

地

西

側

)

へ
営
に
努
力
し
た
い
む
で
、
市
民
の
み
な
お
た
ず
む
を
。

車
需

1
活

色

川

叫

3
そ

4

仁?三さ
数済研究所穏談窓雷(31)1お司
教育相談・教育研究所職員・月曜臼~金滋B・2時---15時

務少年椙談宣言/警少年諜内管(22)1700 
青少年相談・湾'a>年相談員・平目、百時~16時・常設

。受付時間の警いて晶るもの以外1;1:栂諮問始時聞から受付

泉氏招談室/湖南地区行政センター智(22)2711 
教育相談・銭皐月・ 2く・金日時~17時〉土(12時半まで〉
交渇事故相談・毎週水隠日・ 10時~16時く 8時半から受付〉

弔漁獲物相談・毎月第 1 金・ 10時~16時(8時半から受吋制限有〉
注額相談・毎月第 2、第 3 、霞 4 金曜日・ 13時~1ι噌

(8時半から受付人数制限有〉

内臓相談・毎週火曜P、木曜日・昔時~16時

高齢者職業相談・毎週火曜臼・ 10時~16時

交通事故相談・参事灘月 10時~16時会場所交通安全協金内

散別

議会報

総務費

E宅生関
衛生費

労儲費

農林水産業哩

商工費

土木費

鴇防費

教育費

公賓費

諾支出金

予備費

災害復旧費

歳出合計

't~ 

i教
ニゴa 木工二:二二二二ニコ哨7，432明
宇衛 生仁二二二二二ごコ4傍81173rJ
計公営住宅[二二ご二二コ3億6，943刺
さ民 生仁二二ここJ2億2，76773宵
i討総 務口端巾胤1，山1

言消 釘口4，751万円

言食肉センタ-[J4，9S9JJFq

話都市改造ピ二ごゴ2伽，549別
会 ~山一一一一一一}一一吋一向

計下

T吉E莞相談室/市役所管(22)170窃
一般法棒相談・弁護士・毎月第 3 火曜日・ lé時~16B寺〈人数臥混合〉

へ擢法揮栂談・人指探議委員・毎月第 1 土隈日・ 13時~16時

行政苦情相談・行政相談員・毎月第 Ji 曜日・ 13時~16時

澄記相談"1'号法書士・毎月第?金曜日・ 1部寺~16時
宅均建物相談・弁謹ナ・毎月第 1 金既日 .13時~16時〈人数制現有〉

諮問噂粟作詩的相談・弁連士・毎月第 2;麗自の月盟国・ 10時~1日時

下請取弓出藍凶あっせん@県ヱ業振興会職員・富月第 3*曜日 1却を~16時
々費生柄本吉談，消費生活コシyノレ占ント・袋五程水密日・ 103寄---15持

福役会霊室内相談察官(33)おお
心配むと相談・毎週月曜日 E第5 を除くコ 13時~15時

草子相談・母子相談員・平日、 9 時~15時30分・常設

宅践児章相談・京経児童相談員・平日、習時~16i帯・常設

高齢者車様相談 B 職業安定所相談員・平日百時3C分~16ヰ・常設

市民病院昭
和
的
十
九
町
屋
ト
半
期
の
業
務
内
外
来
態
吾
は
六
千
四
百
九
十
人

容
を
お
知
ら
ぜ
し
ょ
3
0

率
一
一
一
帯
)
の
増
加
で
、
わ
ず
か

富
納
税
の
患
者
数
は
、
入

r議
者
る
が
伸
び
て
い
る
。

が
一
一
一
万
七
干
八
白
子
入
で
一
日
マ
均
一
一
一
方
、
市
民
病
院
に
幹
投
し
て
い
る

百
八
人
、
外
来
患
者
は
九
万
一
千
八
白
玄
通
蚊
急
セ
ン
主
!
は
、
入
院
患
者
七

六
十
八
人
で
一
日
平
均
六
百
一
一
一
十
何
人
千
八
十
七
人
で
一
日
平
均
一
二
十
九
人
、

と
な
っ
た
。
上
半
期
と
合
わ
せ
る
と
、
外
来
患
者
は
二
千
百
七
十
二
人
で
一
日

一
年
間
で
入
院
態
省
数
は
じ
万
五
干
一
一
辺
均
十
五
人
と
な
っ
た
。
上
半
期
と
あ

行
瓦
!
?
七
人
、
外
梨
県
町
寝
敬
は
寸
八
万
わ
せ
る
と
、
入
院
患
者
は
一
万
閉
千
二

八
千
二
百
八
十
一
人
と
な
り
J

、
特
年
度
百
間
人
、
外
市

と
比
較
す
る
と
、
入
説
辰
者
は
…
一
一
千
六
回
人
と
な
る
。

百
三
十
七
人
〈
増
加
車
五
円
心
増
え一
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む皇室 乎 9月 7臼崇茜小学校
。パドミミントン 9月?日 見附台部育館
<>サッ カー 8月31臼、 9 7 f-l スポーツ広場
合封 盤 8月24司王弄勢原射撃埠

く〉テニス 8J124目、 31臼、 2月 7臼市立協
浜庭球場

新
市
長
を
昂
唱
え
た
ム
ハ
月
定
例
市
議
吾
は
、
六
月
寸
尽
か
ら
一
罰
金
さ
抗
、
で
か
り
と
い
う
ζ

と
に
な
っ
た
。
二
十
む
自
の
間
終
日
は
、
同
期
満
了
に

市
長
の
所
信
表
明
と
一
平
案
件
が
議
案
古
れ
、
審
議
の
結
果
二
十
七
日
間
日

k
Eな
ぎ
助
慢
の
選
任
と
、
半
年
関
空
自
に
な
っ
て
い
た
教
背
番
員
の
時

金
書
れ
た
。
提
案
さ
れ
た
議
案
は
、
一
議
案
争
継
続
審
査
と
し
十
市
ぼ
、
す
"
駕
が
ま
め
ら
れ
、
助
役
に
石
川
京
一
民
、
教
背
番
員
に
山
口
八
部
氏
が
承

ぺ
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
た
l

継
続
審
演
と
な
っ
た
議
以
来
は
、
八
隅
摘
。
認
さ
れ
た
。
議
決
さ
五
た
主
な
内
容
は
次
白
と
お
り
。
な
お
、
鈴
木
助
役

ぽ
由
往
信
表
示
に
か
か
る
議
寝
相
」
、
関
同
住
箆
か
ら
詑
更
の
請
求
が
あ
つ
り
は
、
任
期
描
?
に
と
も
な
い
六
月
一
ニ
十

B
退
任
さ
れ
た
。

た
た
め
、
七
月
二
十
二
日
に
公
聴
会
者
開
い
て
、
関
係
者
の
窓
克
幸
関
い

8月24臼、 31日 スポーツ広場

8月24円 椛調混同引賂
8月31目、 9月 7日 見附台体育館
rr場中

。ソフトポーん 8月3111、 9月 7口 高訳高、メ陣中
く〉ホ ，永 8月31s 湖南海岸公園プノレ-7 fl 毒事らしの中の余綴ー

午前の部毎月第1金曜日 10時四分~12持

午後の部毎月第2金i麗日 13S寺30分~15時30分

7月から臼時が上訟のとおD変更になDます@

見訴す台悼育館

完的合体宵館

見附台武道場

見附台品宵館

市立軟式疑球場

やパレーポー)~ 8 Fl24s 
Q劃滋 8Jl31s 
<>索道 8月 24日
。卓球 9月 7目
。軟式盤強 8月31日

どなたもお気軽に…どなたも

袴奈川空襲:lJL録j湾費生活セン?1-

<>暮らしの教義講座今月はお休みです



市
高
工
譲
で
は
、
公
務
官
設
術
マ
受
付

7
月
1
日
か
ら
一
月
9
日
マ
重
二
紙
技
能
汚
止
の
震
臨
調

講
墜
と
一
一
級
技
能
検
定
直
L

掛
か
話
皆
八
位
ま
で
に
、
時
工
課
主
案
M
m
Q
m
m
e

格
に
足
J

め
る
続
厳
十
字
数
hrr司
持
注
白

老
問
聞
く
の
で
、
事
業
所
の
実
務
担
当
一
支
出
内
綿
二
八
九
)
へ
。
毒
殺
験
の
あ
会
。

者
は
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
〔
ニ
紐
技
能
検
定
学
科
講
四
師
会
}
マ
期
間

9
月
3
日
1
日
月
刊
凶
日
、

門
公
害
妨
止
授
術

f
F
b
f
i
f
A
R
g
i
l
z
b
i
:
:
i
ι
ー慢
6
持
か
ら
8

講

接

持

浅

野

能

強

同

ず

益

一

~
A
2
7
4努
湯

本

時

日

分

ま

ミ

ア

?

?

る

ま

為

U
2
3

一
語
司
王
メ
一

d
f
E五
A
J
f
7

マ
拶
日

8
戸
2

マ
手
話
料
デ
キ

日
1
9月
刊
討
げ
諸
問
の
内
容
一
一
級
崎
能
横
山
正
ス
ト
代
学
五
十
。

マ

定

員

初

人

(

機

械

加

王

、

仕

上

げ

、

椛

金

)

の

門

V

定
員
機
械
加
I一
科
、
円
よ
げ
か

マ
受
講
料
一
フ
キ
ス
λ
代
、
袋
詰
日
間
以
内
J

斜
試
験
に
合
格
で
さ
る
科
度
の
M
m
m
ω
名
、
板
金
利
お
名
(
先
話
崎
)

切
を
白
ん
で
一
八
六
千
五
百
円
強

く>YiT泉氏貌O¥11j節手数料く〉笥定資産税く>1::富良控室炭保険税
<>lì宅使F話料。軽自致事事~<>公共下水道使f目料。fliíffi年金



お
年
玉
賞
口
聞
の

引
き
換
え
を

祭
岨
ア
士
一
曜
日
子
札
は
守
山
内
一
お
花
主
賞
U

お
引
き
一
換
え
ほ
お
ず
み

大
人
は
今
後
2
一
で
す
か
。
お
年
去
っ
さ
と
年
置
は
か
え
一
で
一
叶
巡
さ

「
世
間
の
ち
蝿
臨
む
、
そ
し
て
精
一
」
と
な
っ
た
七
す
ま
つ
君
。
期
間
中
は
一
一
一
苔
万
人
を
翻
す
人
出
一
々
に
害
わ
っ
た

少年たちがのび育つためには

や家庭ではあたたかい対話

く〉殿場でも あたたかい配墨

心地域では さわやかな愛情のある環境

-'平揮市社金吾明るくする運動ー

子績に対する意見ー要望・苦情等が
ありましたら、お気軽にお出かけを

覇
。会場 須賀公関野球場、太洋中学校、港小学佼

高浜高校、浜岳中学校、:fE氷小学校
φ監督会議 7月29臼 午後7時~崇善公民館
監督者は必ず出席してください。

φ野王求教書室 7月18日 午後2時~市民センター
元区人軍牧野コ』チ白講商会と総合せ抽選会

臼経

百時30分~12時 13時30分~16時
7月17日公所公民鵡 万田公民癒

24日 大野公民摺 ll¥I之宮公民総

8!'l7日 東中原公民主宮間原公民館

時謹
く〉会場 江重量中学校プーノレ

φ穣沼 25m自自型、平泳、 25mピ『ト揺さ掠他
。昨込み 8月11日ま吉見出台体育館内体育課 (31)3060 
φ監督金議 8 Jl14日 午後7時~見附台体育館
なお、委参加資格として、小ザ3母生i与上中今守主までで、
小学校医単位として町内会、自治品、子供会でもよい



「
住
民
実
誠
一
語
警
の
設
と
の
跡
地
は
、
一
一
主
方
自
百
平
手
@
交
通
障
害
と
も
な
り
迷
宮
々
家
庭
芸
品
児
、
幼
氾
白
書
に
欠

聞
の
う
ち
、
「
平
田
凱
市
宇
品
は
み
よ
く
方
討
あ
り
、
敷
地
由
一
部
に
は
輯
木
て
い
ま
す
。
特
に
、
地
婦
の
高
い
続
け
る
事
骨
一
に
あ
る
氾
重
在
家
庭
白
状

す
る
た
め
に
1

特
に
力
を
λ
一
れ
で
ほ
が
数
多
〈
様
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
。
不
法
占
拠
に
怒
D
を
感
じ
ま
す
。
態
等
、
審
査
、
謂
査
の
う
も
へ
入
所

し
い
と
思
っ
て
い
る
ζ
と
が
あ
っ
た

ζ
の
よ
ー
つ
な
す
ぐ
む
毎
識
を
生
徹
底
し
キ
絞
り
を
ま
り
は
で
き
な
い
措
置
を
決
定
し
、
蜜
庭
や
憩
Lか
わ

ら
お
醤
労
苦
だ
吉
い
」
と
い
う
填
自
か
し
、
市
民
岳
俸
の
態
い
の
揚
と
し
で
し
ょ
5
一
か
。
つ
ま
七
の
沼
謹
ぞ
養
育
し
て
い
る
施

倍
、
市
に
婚
す
る
商
関
白
な
か
か
ら
で
公
開
制
約
利
用
を
は
か
る
乙
と
炉
、
、
三
道
路
の
不
法
占
固
刑
に
設
で
す
。

掲

載

し

て

い

ま

す

。

弘

田

v

i

:
つ
い
て
ほ
、
道
路
震
保
青
所
の
入
所
申
込
受
付
は
二

果

樹

試

験

場

恥

明

川

淵

伊

〈

使

用

し

て

、

重

量

宮

室

号

汀

っ

て

い

る

於

特

に

、

一

一

万

め
『

J
鮮
と
講
し
い
買
物
薬
品
調
す
る
た
め
、
室
顕
児
童
可
廷
で
、
毎
年
一
月

公

園

緑

地

に

曲

、

J

随
時
、
関
係
構
鵠
の
協
力
毒
互
に
一
定
期
間
霊
的
、
補
古
書

宜

署

捜

幹

事

認

試

験

護

軍

e

っ
て
い
ま
す
。
率
向
商
府
議
合
入
票
差
汀
っ
て
い
ま
す
。
し
か

!
守
筑
波
山
麓
に
移
転
す
る
と
の

3u
参
事
語
学
る
な
ど
ご
層
し
、
そ
-
患
の
申
込
義
司
内
容

跨
い
て
い
ま
す
。
本
市
に
こ
れ
戸
ほ
払
拍
問
問
伊
そ
の
整
理
に
つ
と
め
て
侍
き
た
い
と
地
域
性
な
ど
に
よ
り
全
員
が
入
所
で

す

ぐ

れ

た

環

境

、

事

と

ま

っ

た

緑

地

な

罫

吋

思

い

ま

す

。

き

る

と

は

限

っ

て

い

ま

せ

ん

。

さ

は

な

い

と

雪

手

。

ぜ

ひ

、

富

あ

反

主

〈

道

路

補

筆

、

商

工

ち

て

入

所

要

件

の

雪

梼

提

案

の

十

売

会

緑

地

と

し

主

確

保

し

て

酬

吋

新

規

申

込

み

毒

品

着

服

で

な

く

、

い
た
だ
き
た
い
と
嵐
広
品
、

E
D
よ

戸

」

保

育

関

に

子

俳

そ

の

、

必

要

性

に

よ

白

、

蓄

が

あ

D

う

に

な

っ

て

い

ま

す

か

。

耐

F
a
t恥
喝

を

入

れ

た

い

が

し

走

い

搭

援

を

行

っ

て

い

ま

す

。

、
、
じ
す
農
訴
省
累
積
試
絵
揖

d
郎

治

問

問

問

問

削

判

〈

氾

重

譲

V

L

:

:

跡
地
を
礎
保
す
る
た
め

A
M州
間

前

『

露

家

庭

担

割

合

に

よ

り

、

霊

童

事

業

に

つ

い

て

は

、

学

に
県
と
協
議
の
う
え
一
公
開
困
緑
地
と
毅
盗
事
レ
い
の
で
、
関
四
時
機
関
に
:
保
育
箇
に
手
県
明
入
れ
た
護
保
育
事
業
者
奨
施
し
よ
う
と
す
る

学
校
沼
地
等
由
利
用
計
図
を
、
昭
和
強
〈
働
き
か
け
る
な
ど
、
積
極
的
に
い
の
で
す
が
、
誰
で
も
簡
単
に
入
れ
人
に
対
し
、
響
楽
秒
揖
出
回
す
る
と
い

四
十
八
単
十
月
十
苦
黒
か
ら
大
蔵
努
力
中
手
。
〈
企
画
課
〉
る
も
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
小
?
っ
一
挙
え
か
た
か
暴
動
制
度
者
設
け

省

図

書

室

霊

喪

主

不

法

占

拠

を

取

君

主

義

が

を

ま

と

も

で

い

ま

す

。

と

の

霊

富

と

し

て

跡
地
小
番
員
会
に
提
出
し
寧
レ
許
可

T

見
て
く
れ
る
よ
吉
な
方
法
は
考
え
て
は
「
嶺
蕃
地
震
学
童
且

し
か
し
、
他
地
域
白
移
転
施
設
と
の
り
締
ま
っ
て
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
内
地
区
学
豪
首
会
」

一
括
審
議
員
署
名
蓄
は
ま

1
・

警

な

長

露

に

よ

さ

正

。

保

育

所

は

量

福

祉

だ
断
て
い
ま
せ
ん
0

0

:

〈
一
物
が
患
い
た
均
し
て
い

;
t
i
e

法
に
も
と
づ
い
丈
日

館
へ
き
て
い
た
主
主
い
。
(
遺
話
月

n臼
戸
市
時
過
火
・
京
・
土
日
時
i
m

泣

L
H
U
二
九
)
時
的
分
児
童
〈
小
学
一
一
一
年
一
以
占

マ
度
目
ヤ
ジ
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
生
覆
加
人
/
四
時
;
四
時
的
分
勤

県
立
青
少
怪
童
話
、
完
も
「
軽
ス
ポ

l
yと
盆
お
ど
り
の
タ
労
青
年
初
人

次
の
行
事
を
し
許
砲
し
、
小
辛
生
か
ら
ベ
」
・

7
月
円
円
口
(
土
)
市
時
j
m
マ
夏
休
み
子
供
七
宝
続
む
つ
ど
い

青山
7
年
、
一
般
市
民
自
み
な
さ
ん
ま
時
泊
分
二
百
人
「
や
さ
し
い
七
宝
暁
」
・
8
月
9
日

で
依
〈
利
用
す
る

h

j

o

h

a

福

山

}

i

(

七
)
1時
i
m

よ

吉

呼

び

存

て

豪

料

開

み

記

誤

認

胆

は

時

小

中

学

長

い
る
。
ま
た
、
青

-

d

二

'
e
1
:
1
1
1
i
J
i
l
-
-
m人

少

年

白

人

住

問

題

楽

し

い

行

事

が

い

っ

ぱ

い

高

空

毒

コ

受

万

開

問

問

、

レ

夕

刊

と

い

「

ア

イ

デ

ィ

D
x
l
u怒
り
J

な
ど
め
相
談
に
応
じ
マ
夏
体
み
子
供
ら
丈
焼
む
つ
ど
い
ア
T
探」

'
8白
月
間
包
5
れ
日
9
時

る
「
テ
レ
ホ
y
相
諜
」
点
灯
っ
て
い
「
裂
し
い
ら
〈
燦
」
・

8
月

2

B

m
分
1
1時
部
分
公
産
高
学
年

る

。

(

岳

、

日

目

(

事

刊

時

j

t

何

時

と

中

学

生

加

入

(

あ

ら

か

む

め

伊

品

青
少
年
金
即
時
を
制
的
ぎ
れ
る
方
、
小
中
学
生
初
人
を
つ
く
っ
て
お
く
こ
と
〉

次
白
催
し
物
に
参
加
者
梧
望
さ
れ
る
マ
説
明
剣
道
初
心
者
コ
ス
…
設
剣
マ
子
供
給
簡
の
つ
ど
い
・

8
月
n
B

方
は
、
龍
占
的
か
笹
接
平
按
青
少
注
会
道
白
基
礎
か
ら
」
・
8
月
5
5
1日
〈

t
u
u時
i
m時
小
中
学
空
加
入

3
滋
ホ
i
ん



①母子手帳く転入した人は!日住コ訴で

使っていた母子す県知

〈主問診票〔ζの黙は必ず告まで記入し

て樟混在担'j定して三きてくださいコ

<>予防接穫を受げられない人
<D予防盛種を受けて-'i車問たってい
ない入。②はしカミ、 BCG、種位、
小児マヒ生ヅクは、それぞれ1か月
疋問機をおかないと交げられません

@そ疋幼、有熱患者、けいれん性体

庫、<LJ，jji後血穏系、軒掠または肝臓に

罫己患があり

仁三議J毘台予訪援額〉

豊富対象，第l期 3回受ける。
2続 (24か月〕から4謂 (48か

月ヲまでの抗日ο な理問昨痛は2
回 31珂とも3週間からB週間〉
第 2期-l[tji支げる。

第 1期の3巨]白が終ってから1年
以上の見喝をすぎた2綾 (24か月
〉から4議 08か月〉まで白幼児
詮36か月ま百にl期が完了しないと
2期の迫力L盛時、 48か月までに
受けられなくな Dますむを、 c了
王畏くださいe

重量時間昨30仔うまで。ただ
し民F阜の会二丈l守め向a
滋巡回日渡

8月]
26日 水口 、ド易:'iTia:病院

日神間斗民館八幡公民館

京以民会民

28口 小民主ご主1 ぷ日公J元開

持地目3

~;;L l:~Q. fIIJHìJ-内会

二棋会、民、町内会

23[1 r叩何回J内会、 三ば罰J内会
辛口ζrriJ内:告

26[[ 打引法 l、持 2ξj治会、みどり会

ヤ岳会、ニp悶吋軒自即口i，:冶台
t'宅立心、[印3司1苧易塩:1川J万?地r向町J小

2お8E打I IはLγ B町?町J宙町T目町3内内会達

301:) 
311' 

i己主託、}川〆3王弘、 …ミ

8 2:三 了手目 γョ壬ミ

E口、時泊二

日 7はよ町宣全

日 苦臼l白内会

[1 iJバf:i[fi]会、法抑「町内会、刊"会
松山会、涼tftム
7¥ヴ 苛;三色
11 沼;限円許可会、定ぶ虫、羽賀
炉問自治会

ーとご本IJf号与を

ンターでは、 10月1Bから
?留に変更します。

①7月訪問から9月末日までき室内改室長のため
会議室は使用できません。

すぢ渓センター事務親電話 (32)2235 

どなたでも受けられます@当日は

母子制限をJ忘れずに持ってきて4
ださい@

鶴時間・午前 9時30分~1自時30分
7月17日 量豊田公民館
? 24臼金自公民館
8PJ7日揖島公民館

'" 8日市役所B会静主E
v 14日 横内田地集会場

死亡菰白高い繍卒中や心臓病等白

早期総見のため、結核及び循環器提

患等の鍵康診断を各地区巡回して行

うので、ぜひζ の機会に検診を受け

て、自分自身自健躍を纏めていただ

吉たい。

醒対象者・ 15線以上の方仁学品、動
め人を除o
瀦時間・午前一 9時3C卦~1l時

午後一13時30分-15時
華麗なお、来日日¢会場こついてはE定的
による聴釘診、横長記〔鮪、議自〉

が行われる。ただし10揖から65揖
まで。詳し〈は保健栴生諜 f電22
170C内線233)へ。

量罷巡殴日程

7 fl24日 乙h干'r S丈一崎、鈴木工正一宅
今一段京附μ崎片i亡f司i

?- 25臼今前:金山寺

t<' 28毘 午前問題之宮公民盟宮
午後大神公民館

'" 29日午前甫原公E岩沼
午後民吉沢公民館

ク初日午前豊田第14分留
午由来豊田公民館

? 31日午前真まブj、学校
午後荒神田公E主語

8月 1日午前倒開会館
午後X大野公民館

'" 2日午前ふじみ爵
t<' 4 B 午前千石向車子供会館

午る主、 漁業協同組合

'" 5日午前東中原公民館
午後区中原公民館

" 6日午前翼纏寺
件後間松原止民館

1- 7日午前幸町児童図書館
午後代官11tJ児童図書館

9' 8 B 午前日塚カト ]}Y:7教
会

午後民摺費公民受宮

? 11日午前乗i草寺
午後高浜台自治会館

ク 12臼 とF脅す 」二ヰ司家会長!Joe，目
午後諏訪町会館

l' J3日午前揮4区自治会文信

会館

午f会民寵1見公民タE
タ 15日午前半援保健所

午後都町公民館

l' 18日午前臨時地区町内会館
午後整平幼稚磁

l' 19日午前花水台母子校
今慢才E水会館

?- 20羽 午前J 妙安司揖内朝冊I
自治会館

今俊民花京公民然

l' 21日午前市慢f!fA会議r主
午後間♂民善公民館

三ド2言語F122ZhRHtE示品
ぷ寸た大と悶~ 7の食んけはな τな澄定:さ F 

註々き主主長史 民手E宝石 E主主事支苦手勢占
揚ト_..[Yし(前 二だう介、わず夏が中， 0 古丹

F亀有個、よさ さ号れぞ組怜ゐ 1 スγの〈短編、J
V げそコつ歪 jLか。合 Jキコゴ テブしい食度が V 
コで内マi'J，に よけ わしマ 白ノj い欲が悶
マおわ油大 も高く
だとせノム ザ脚聾繍概観鋪躍輯酷緩韓関欝璽醐 減〈京
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日やすっし即留辺諸問時朝間叩臨一一昭一一一一 マ大白コ
のすうけて り拍サーマ
とくダて、をぐ吾せしさ c>;おれい作ぽしぐL 万大 j 本大
ゴ切菜たす味てねと器〈 、つるってね}サ二二ブサ
マつ者七つりつゴ斉うに。切で。て吉広 三y 、し

京高手五音色芸芸J哲均 3雲寺4E宮 コ主主子
を ?のとマ下しれマミネし マくはら、じ う問問
者1佐 fi江拍で平走者間ミミよ か合雷ピォてん 天
け』フに甘ん P 主主作を 1 う 作アばぬけIlJ ササね

、長3ぷ己 4;]る合大拙 つみしさを t y 5/ さ
。た食げんの問。長ら、 て 3えどをしに 一二二
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場所文化セジ丘一周辺

・集合午後5時市立図書館市1(雨天けなと〉

'内容月面や夏白星座白観察

。海岸の自然を訪ねて~7月28 日(月〉
・接点子 大破海陣賊ケ崎周辺

・襲合午前9時平援駅前〈雨天中JJコ

ー内容いモの生物や泊費の観第

争申込み 電話か往復はがきで下記へ、先着30名

平塚市浅間町12-41
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・
山
口
友
美
智
(
泣
)
一
六
む

υ
問
問
な
ど
が
あ
わ
イ
ま
す
。
怒
ゆ
ゐ
F
A
r

…
一
一
、
子
ど
も
は
経
厳
に

ζ
れ
は
円
相
袋
詰
皇
警
に
続
小
果
実
習
(
お
)
一
九
む
六
川
町
吋
を
お
こ
し
宇
い

f

一
ザ
一
ー
ラ
じ
い
喜
で
す
。

い
て
、
抽
奈
川
県
川
山
容
錯
協
会
か
ら
刊
安
藤
幸
次
郎
官
(
れ
〉
一
六
じ
二
酬
時
期
、
反
抗
が
お
こ
り

J

d
滋
幾
句
人
は
札
か
金
沢
山
の

行
さ
れ
た
も
の
で
、
神
山
市
川
県
一
郷
土
間
・
一
一
一
箆
登
代
二
菅
(
幻
〉
一
一
二
一
一
二
川
や
す
い
時
期
な
ど
は
、

4
喝
剥
融
を
受
け
て
そ
れ
に

料
集
成
白
第
。
。
曜
と
な
る
0

・
鈴
木
良
雄
宮
公
)
一
九
六
九
岬
昨
齢
の
闘
に
、
素
鼠
と
覇
境
、
俸
対
す
る
抵
抗
力
者
穫
得
す
る
も
白

江
戸
期
、
幕
末
現
治
扮
期
目
本
県
代
本
問
質
管
(
訂
)
ム
ハ
一
一
ル
ハ
パ
一
一
一
川
白
条
仲
、
心
白
状
態
な
ど
い
ろ
い
で
す
。
惑
い
物
、
懇
い
事
か
」
り
子

表
取
入
の
歌
集
(
刊
さ

5
舗
が
収
鋸
・
加
藤
源
一
一
一
曹
(
む
五
ハ
)
二
阿
叩
ろ
の
開
聞
か
ら
世
F
J凡
な
け
れ
ば
な
り
ど
も
宣
隔
離
す
る
と
い
う
考
え
方

川

ま

せ

ん

。

は

問

題

ざ

す

。

一巾

ζ
の
よ
T

つ
な
こ
と
お
ザ
ふ
ま
λ
だ
館
、
子
ど
も
は
穿
生
え
の
時
が
最

い
上
で
、
私
た
ち
お
と
な
は
も
っ
と
ち
大
切
で
す
。

子
ど
も
白
京
高
的
特
徴
を
知
号
必
管
絡
の
芳
史
え
の
時
期
に
あ
た

明
ず
が
あ
る
と
患
い
去
す
。
そ
れ
で
る
生
後
一
一
一
歳
位
ま
で
の
聞
に
、
会

は
子
ど
も
の
特
徴
と
は
ど
ん
な
も
〈
愛
情
を
受
け
る
ζ

と
な
く
放
つ

の
で
し
ょ
う
ι

か

。

て

お

か

れ

た

場

合

、

開

時

騒

需

が

一
、
子
ど
も
は
す
べ
で
宋
執
で
宋
お
こ
っ
た
り
、
反
社
金
的
な
行
劫

分
化
な
も
の
て
す
。
そ
し
て
、
未
な
お
こ
し
た
り
し
ま
す
。

出
削
で
未
分
化
な
ほ
ど
、
そ
の
k
v
u
五
、
子
ど
も
は
自
ら
そ
守
り
、
自

が
争
原
的
で
、
悟
端
で
す
。
ら
が
苑
返
さ
せ
る
能
力
炉
僑
え
て

例
え
ば
、
お
と
な
に
お
こ
る
自
自
分
の
力
予
挿
び
る
の
で
す
。

市
ア
域
何
仁
会
持
附
で
は
、
平
悼
公
山
町

叩4
r
y
院
の
培
耐
え
二
択
三
夜
俸

が
一
関
く
。
む
)
前
壊
の
万
は
、
七
月
J
1

八
日
ま
で
に
受
誘
料
一
万
内
を
手
一
え

て
、
肉
、
ム
会
議
所
(
諮
辺
一
一
正
一

O
)
へ。

マ
期
間

7
月刊品百
u
i口
月
日
日

午
後
6
時
か
ら
8
時
ま
で
。

マ
定
員
切
名
(
先
着
騎
〉

9 人口Jf~l

地72.382人 (:20，
野 46，623人 ι11， 859 ? 

f百 3，791人 940" 
EH 18，553人(4，912 t 
烏 4，498ヘ(]， 084 fr 
H路 4，878人(]， 225 t 

沼 6，人(J， 709 " 
T且17， 886人(1，860 fr 
百号 945入 ]， 161 fr 
自 10，465へ(3， 637 ~シ

(30.6 1 m佼〉

!ijji;iGiii;足立jiL
土持活gJi:t ~ ~自重告 示22HE量主3EZ
ii詰iiiifiiF;ifi舎を11
理5
収す

警長
22 
買露
呈高
〈キコ 十

i;if 
Jミ主主ち
1注占うそ

22 i 
およい

活互
墳い

そ気

まけ
〈して

善之古
義正

ミミ

7月20周一S月}滋
毎朝8 時3c分~10時まで 1 回

※料金はチャリティーショーの

ため無料

7汗150オープジ
争開設期間1J-jJ 5日~ 8 f131 i-l 
・時間午前lC時~午没4時

-期間 7 月 15 日 ~8 }'j31円
。庶子守官 午前10時 ι 斗後4時30分

封入場料[立煎料甘す

や巡回日袈 7 n30l3り今前平塚市わ央農協

/8月3日仁日〉午前南京地反自治会、今後

怯原地区自治会ャ/13日げて〉均昔話神戸銀ィ子

一一一一一-0----0一一一一一一

Gく〉ご協力品むがとうございましたく〉ぐ〉

農林古来間試験場本、横浜ゴム9.H本、神楽

農協教7守巴ンター31京、 f黒沢ヱイロク子、ソプ51本
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